
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 宮崎学園短期大学 
設置者名 学校法人宮崎学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

保育科 
夜 ・

通信 

0 

0 

16 16 10  

現代ビジネス科 
夜 ・

通信 
30 30 12  

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページ「情報公開 実務家教員担当科目一覧」 

https://www.mgjc.ac.jp/wp-content/uploads/2025/01/jitsumukakyouin.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 宮崎学園短期大学 

設置者名 学校法人宮崎学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人宮崎学園ホームページ 「法人組織 役員・評議員名簿」 

https://www.miyagaku.ed.jp/houjinhonbu/files/meibo_2025.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 元 宮崎市副市長 

2025/6/17 

～ 

2029/6 

地域連携 

非常勤 
宮崎県都城食肉衛生検

査所 嘱託検査員 

2025/6/17 

～ 

2029/6 

地域連携 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 宮崎学園短期大学 

設置者名 学校法人宮崎学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバス作成においては、教務部よりシラバス作成要領を配布し、次の内容に

ついて必ず明記するよう指導している。 

 

（１）授業科目基本情報 

科目名・担当者・授業対象・開講時期・単位数・授業形態 

科目コード 

（２）授業目標 

（３）ディプロマ・ポリシーとの関わり 

（４）評価指標 

（５）授業内容 

（６）授業外学修の具体的内容及び時間・指示 

（７）授業時間数 

（８）オフィスアワー 

（９）教科書・参考書 

（10）課題に対するフィードバック 

（11）成績評価方法 

 

非常勤教員については、シラバス作成要領を配布し、作成を依頼している。 

作成されたシラバスは、教務部に電子データで提出され、教務部内にて要件を

満たしているかの確認を行い、不備等がある場合は修正を依頼する。 

完成したシラバスは、本学ホームページにて閲覧できるようになっている。 

 

授業計画書の公表方法 
「シラバス 2025」https://www.mgjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2025/04/2025sirabasu2.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果は、各授業シラバスに明記された成績評価の方法により評価さ

れる。単位認定の基準は、ディプロマ・ポリシーとの関連において当該科

目が担う学修成果を最低基準としてシラバスに示してある。卒業認定につ

いては、教育課程に定める卒業に必要な授業科目の単位認定に基づく。 

成績評価については、授業科目における課題や試験等をもとに、学修成果

の獲得度を評価している。これらの評価は、最終的に、科目担当教員によ

る成績評価（100点法）により判定され、学生へは５段階評価（秀・優・良・

可・不可）で評価されたものを通知する他、GPによる成績評価によって得

られた GPA も通知し、学期 GPA が 1.5 未満の学生に対しては個別指導を行

う。2学期連続して学期 GPAが 1.5 未満の場合は、保証人（保護者等）同席

での指導を行う。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では成績を「秀（90～100点、）優（80～89点）良（70～79点）可（60

～69点）不可（59点以下）」で表し、加えて、GPによる成績評価も次のよ

うに行っている。 
 

評価 100 点満点での評

価 GP（評価点） 評価基準 

A（秀） 90 点以上 4.0 到達目標を達成し、極めて優秀な

成績をおさめている 

B（優） 80 点～89 点 3.0 到達目標を達成し、優秀な成績を

おさめている 
C（良） 70 点～79 点 2.0 到達目標を十分達成している 

D（可） 60 点～69 点 1.0 到達目標を最低限達成している 

F（不可） 60 点未満 0 到達目標を達成していない 
  

上記の方法で獲得した GPを基に、次の計算式によって GPAを算出する。 
 

学期 GPA＝（当該学期に評価を受けた科目の GP×その科目の単位数）の総和 

             当該学期の総履修登録単位数 

 

累積 GPA＝（入学時からの評価を受けた科目の GP×その科目の単位数）の総和 

            入学時からの総履修登録単位数 

 

学内で定めた成績評価ガイドラインに沿って公平・公正な成績評価を行

い、上記の評価指標及び GPA 算出方法は、学生便覧及び本学ホームページ

で公表している。成績評価については５段階評価並びに GPA 評価の分布結

果を本学ホームページにおいて公表している。 
 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

情報公開「履修方法（履修規程）」 

https://www.mgjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2025/01/risyukitei.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

Ⅰ 自他を大切にし、礼儀正しく行動できる。（礼節、人間尊重の精神） 

Ⅱ 自己と環境をより良くできる。（勤労、問題解決力） 

Ⅲ 適切に情報を集め、しっかり考え、それを分かりやすく説明できる。 

（リテラシー） 

Ⅳ 多様な人々とコミュニケーションをとり、協力できる。（協働力） 

Ⅴ 大学で学ぶ専門的知識や技能を実際場面で活用できる。（実践力） 

 

 この学位授与の方針は、学生便覧やポートフォリオに記載するとともに、

本学ホームページで公表している。加えて、各学期終了時に、学生は学位

授与の方針に沿って設定されたルーブリック指標を基に自己評価を行い、

その到達度を定期的に確認している。 

 また、本学では、学則第 8条に定める科目及び単位（62単位以上かつ総

合科目を含む一般教育科目 14 単位以上、専門教育科目 48 単位以上）を修

得した者で、授業料完納が確認できたものについては、教授会の議を経て

卒業を認定し、学位規程の定めによって、短期大学士の学位を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学 HP「情報公開 ディプロマポリシー」 

https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#secDiplomaPolicy 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 宮崎学園短期大学 

設置者名 学校法人宮崎学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
学校法人宮崎学園ホームページ 「情報公開 決算の概要」 

https://www.miyagaku.ed.jp/houjinhonbu/disclosure.html 
収支計算書又は損益計

算書 
学校法人宮崎学園ホームページ 「情報公開 決算の概要」 

https://www.miyagaku.ed.jp/houjinhonbu/disclosure.html 

財産目録 
学校法人宮崎学園ホームページ 「情報公開 財産目録」 

https://www.miyagaku.ed.jp/houjinhonbu/disclosure.html 

事業報告書 
学校法人宮崎学園ホームページ 「情報公開 事業報告書の

概要」 

https://www.miyagaku.ed.jp/houjinhonbu/disclosure.html 
監事による監査報告

（書） 
学校法人宮崎学園ホームページ 「情報公開 監査報告書」 

https://www.miyagaku.ed.jp/houjinhonbu/disclosure.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページ「情報公開 自己点検・評価」 

https://www.mgjc.ac.jp/files/uploads/jikotenken.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページ「情報公開 大学機関別認証評価」 

https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/kikanbetu30.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保育科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ「情報公開 教育研究上の目的」 

https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/purpose_hoiku.pdf） 

（概要） 

  保育科では、教育目標を以下の通りに定め、学生便覧並びに本学ホームページに掲載し周

知している。 

 【教育目標】 

  保育科は、建学の精神「礼節・勤労」に基づき、豊かな人間性と教養を備えた保育士・幼

稚園教諭・保育教諭の育成を図るとともに、広く地域社会に貢献する人材の育成を目標とす

る。 

  少子・高齢化が進み、人口減少社会を迎える中で、次世代を担う子どもたちを保育士、ま

た子育てを支援する保育者に求められる専門性はますます多様かつ高度なものになってき

ている。そのため学生は自己の資質向上を目指して、講義や演習並びに各種実習を通し、幼

児教育や児童福祉に関する知識や指導技術を深めるとともに、乳幼児の実態と保育現場への

理解を深めなければならない。現代の保育者にふさわしい保育や福祉の理念を保育の実践の

中で体現できるよう、学友とともに日々努力することが望まれる。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：ホームページ「ディプロマ・ポリシー」 

   https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#bge-diploma） 

（概要） 

本学では大学全体の学位授与の方針に加えて、学科ごとにも学位授与の方針を定めてい

る。大学全体の学位授与の方針並びに保育科の学位授与の方針は、学生便覧やシラバスに記

載しているほか、本学ホームページにて公開している。 

 【保育科 学位授与の方針】 

  ① 自己を正しく評価し目標を立て、自律的に成長できる。（自己の成長） 

  ② 子どもの発達にかかわる専門的な知識と技術を理解し、実際に子どもの主体性を引き

出す保育を追求することができる（子どもの育ちを支える専門性） 

  ③ 他者とのコミュニケーションによって課題の解決に向けて協力しあうことができる

（協働力） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ「カリキュラム・ポ

リシー」https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#bge-diploma） 

（概要）  

  本学では学位授与の方針に基づき、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

を以下のとおり定めている。この方針は学生便覧に記載しているほか、本学ホームページに

て公表している。 

 

【保育科 教育課程編成・実施の方針】 

 

 保育科では、全学カリキュラム・ポリシーを踏まえ、建学の精神「礼節・勤労」を基盤とし、

人間性豊かで専門的知識を有し、その知識・技能を実践に結びつける能力のある保育者の養成

に向け、１年前期から入門、基礎、応用、発展と学期ごとに段階を踏みながら、以下のような

方針に基づいてカリキュラム（教育課程）を編成・実施します。 

 

① 基礎的な一般教育科目、専門教育科目、免許・資格取得に関する科目、保育の応用・実

践科目等を体系的に配置します。 



  

② 必要な単位を修得することで短期大学士（保育学）をはじめ、幼稚園教諭二種免許状、

保育士資格、音楽療法士（二種）資格、こども音楽療育士資格、認定絵本士、ビジネスに

かかわる諸資格、社会福祉主事任用資格等を取得できる教育課程を編成します。 

③ 幼保連携型認定こども園宮崎学園短期大学附属みどり幼稚園・清武みどり幼稚園をは

じめ、実習先である保育現場との連携を密にし、保育現場で役立つ実践力を身につける

ことができる教育課程を編成・実施します。 

④ 授業においては、アクティブラーニングを取り入れ、学生の主体的学習姿勢を形成し、

その成果を適宜フィードバックすることで、学生の自己管理能力を育てます。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページ「アドミッション・ポリシー」

https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#bge-diploma） 

（概要） 

  本学は、建学の精神「礼節・勤労」のもと、地域に根ざした短期大学として歴史を刻んで

いる。本学が目指すのは、豊かな人間性と専門知識を身につけ、他者と協力しながら社会の

一員としての役割果たすとともに、よりよい方向へ進むための思考力と実践力を兼ね備えた

人材の育成である。 

  そこで、本学では入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）を以下の

とおり定め、学生募集要項や大学案内並びに本学ホームページに公表している。 

 

 【保育科 入学者受入れの方針】 

 

 保育科では、本学の全学アドミッション・ポリシーを踏まえ、保育科ディプロマ・ポリシー

に示す実践力のある保育者を目指すために必要な、以下に示す知識・技能・意欲を有する者を

受け入れます。 
 

① 保育科で学ぶに必要な、高等学校卒業程度の基礎学力を備えている。 
② 保育者を目指す者として必要なコミュニケーション能力や協働力を備えている。 
③ 保育者になるという明確な意思を持ち、専門的な知識や技術を修得する意欲がある。 
 

 

 

学部等名 現代ビジネス科 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学ホームページ「情報公開 教育研究上の目的」 

https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/purpose_business.pdf） 

（概要） 

  現代ビジネス科では、教育目標を以下のとおりに定め、学生便覧並びに本学ホームページ

に掲載し周知している。 

 【教育目標】 

  現代ビジネス科は、建学の精神「礼節・勤労」に基づき、激動する経済のグローバル化の中

で良識と品性を備えて活躍することのできる社会人を育成することを目標としている。 

第四次産業革命とも言われる本格的なＡＩ時代の到来や地球規模で変化し続けるグローバ

ル社会の中で、自己の特性を生かして自己実現できる社会人を育成することが求められてい

る。 

  そのために、自分で「考え」「判断し」「行動できる」力である課題解決能力をすべての教

育活動を通して身につけるとともに、ＡＩに負けない企画力や想像力、人にしかできない質

の高いコミュニケーション力やおもてなし力といったこれからのビジネス社会における必須

の資質を育成する。 

  

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：ホームページ「ディプロマ・ポリシー」 



  

   https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#bge-diploma 
（概要） 

本学では大学全体の学位授与の方針に加えて、学科ごとにも学位授与の方針を定めている。

大学全体の学位授与の方針並びに保育科の学位授与の方針は、学生便覧やシラバスに記載し

ているほか、本学ホームページにて公開している。 

 

 【現代ビジネス科 学位授与の方針】 

  ⑴ 自己を正しく評価し目標を立て、自律的に成長できる（自己の成長） 

  ⑵ ビジネスの基礎を理解し、社会人基礎力を身につけ、変化する社会に対応できるビジ

ネス実践力を備えている。（対応力） 

  ⑶ 他者とのコミュニケーションによって課題の解決に向けて協力しあうことができる

（協働力） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ「カリキュラム・ポリシー」

https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#bge-diploma） 

（概要） 

 

  本学では学位授与の方針に基づき、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

を以下のとおり定めている。この方針は学生便覧に記載しているほか、本学ホームページに

て公表している。 

 

【現代ビジネス科 教育課程編成・実施の方針】 

 現代ビジネス科では、全学カリキュラム・ポリシーを踏まえ、建学の精神「礼節・勤労」を基

盤とし、急速に変化する現代社会に適応できる社会人としての基礎的知識と技能を有し、広く

社会に貢献できる人材の育成に向け、１年前期から入門、基礎、応用、発展と学期ごとに段階を

踏みながら、以下のような方針に基づいてカリキュラム（教育課程）を編成・実施します。 
 

① 基礎的な一般教育科目、専門教育科目、資格取得に関する科目、応用・実践科目等を体系

的に配置します。 
② 必要な単位を修得することで短期大学士（現代ビジネス学）を取得するとともに、学生

が自ら定めた目標に併せて各コース科目を横断的に選択できる教育課程を編成します。こ

れにより、学生が各自の目指す資格やスキルを習得し、状況に応じた課題解決に必要な知識

と能力を身につけられるよう支援します。 
③ 連携協定を結ぶ行政・企業・団体等をはじめ、各種実習先との連携を密にし、実社会で役

立つ実践力を身につけることができる教育課程を編成・実施します。 
④ 授業においては、アクティブラーニングを取り入れ、学生の主体的学習姿勢を形成し、

その成果を適宜フィードバックすることで、学生の自己管理能力を育てます。 
⑤ 身につけた専門的な知識を活用する場として、現場での実習・インターンシップ等にお

いて、様々な人とコミュニケーションを図りながら、企業・病院等における現状や課題を

的確に把握し、課題を解決する能力や社会貢献力を養成します。 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学ホームページ「アドミッション・ポリシー」 

https://www.mgjc.ac.jp/outline/admission/#bge-diploma） 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページ「情報公開 組織図」 

https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/sosikizu01.pdf 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

保育科 － 5 人 5 人 8 人 0 人 0 人 18 人 

現代ビジネス科 － 3 人 2 人 2 人 0 人 0 人 7 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1 人 61 人 62 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学ホームページ「教員の学位・業績等（教員一覧）」 

https://www.mgjc.ac.jp/outline/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保育科 180 人 180 人 100.0％ 360 人 332 人 92.2％ －人 0 人 

現代ビジネス

科 50 人 38 人 76.0％ 100 人 77 人 77.0％ －人 0 人 

合計 230 人 218 人 95％ 460 人 409 人 88.9％ －人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保育科 
146 人 

（100％） 

24 人 

（16.4％） 

118 人 

（80.8％） 

4 人 

（2.7％） 

現代ビジネス

科 

48 人 

（100％） 

2 人 

（4.2％） 

43 人 

（89.6％） 

3 人 

（6.3％） 

合計 
194 人 

（100％） 

26 人 

（13.4％） 

161 人 

（83.0％） 

7 人 

（3.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

保育科 
157 人 

（100％） 

143 人 

（91.1％） 

2 人 

（1.27％） 

12 人 

（7.6％） 

0 人 

（0％） 

現代ビジネス

科 

49 人 

（100％） 

48 人 

（98.0％） 

1 人 

（2.0％） 

0 人 

（0％） 

0 人 

（0％） 

合計 
206 人 

（100％） 

191 人 

（92.7％） 

3 人 

（1.5％） 

12 人 

（5.8％） 

0 人 

（0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関しては、シラバスに

記載した上で、ポータルサイト（Universal Passport）でも掲載している他、本学ホーム

ページにて公表して広く一般に示している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 学修成果は、各授業シラバスに明記された成績評価の方法にて評価される。単位認定の基準

は、ディプロマ・ポリシーとの関連において当該科目が担う学修成果を最低基準としてシラバ

スに示してある。卒業認定については、教育課程に定める卒業に必要な授業科目の単位認定に

基づく。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
保  育  科 62 単位 A○有E A・無 30 単位 

現代ビジネス科 62 単位 A○有E A・無 30 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

・本学ホームページ「情報公開 GPA 分布」 

https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/

gpabunpu.pdf 

・本学ホームページ「履修方法（学科）」 

https://www.mgjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2025/01/risyukitei.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

・本学ホームページ「情報公開 学生生活調査結果」 

https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/

seikatucyousa1.pdf 

・本学ホームページ「情報公開 学位取得状況・資格取得等実績」 

https://www.mgjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2025/04/r6gakuisyutoku.pdf 

 



  

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページ「施設紹介」 

https://www.mgjc.ac.jp/campus/facilities/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

保育科 

＜令和 6

年度入学

生＞ 

620,000 円 200,000 円 253,000 円 教育充実費、ピアノ実習費 

現代ビジ

ネス科 

＜令和 6

年度入学

生＞ 

620,000 円 200,000 円 238,000 円 教育充実費 

 

保育科 

＜令和 7

年度入学

生＞ 

620,000 円 200,000 円 263,000 円 教育充実費、ピアノ実習費 

現代ビジ

ネス科 

＜令和 7

年度入学

生＞ 

620,000 円 200,000 円 248,000 円 教育充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

  学修支援推進委員会を中心に、学生の修学に係る支援を行っている。対象となる学生に

ついては個別の支援計画を作成し、支援を行う。支援の体制は、学科長や学級主任のほか

に各学科にコーディネーターを配置し、一人ひとりのニーズに応じて支援チームを整えた

り、支援を依頼したりするなど、組織的支援体制の構築を図っている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

  進路選択については、キャリア教育センターに専任職員を配置し、進路選択に係る支援

を担っている。センターでは、求人情報、企業情報、受験報告書、業種や筆記試験に関す

る書籍等の閲覧ができる、また、長期休業中の求人については、ポータルシステムを通

じ、学生に情報の提供をしている。さらにセンター専任職員が全学生と面談を行い、希望

職種や地域などを聞き取り、就職活動に関して助言を行い、質問や履歴書の作成、面接練

習などの要望に応えている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

  看護師の資格を持つ職員が常時保健管理センター運営に当たっている。４月に内科検診

や胸部レントゲンを行い、学生一人ひとりの健康状態を把握している。また、怪我や体調

不良に対する応急処置等に努めている。年度初めにＵＰＩ検査を実施し、その結果につい

ては臨床心理士の資格を持つカウンセラーが取りまとめ、学業不振、不登校、うつ病、大

学不適応などの早期発見・早期介入に努めている。保健管理センター職員、カウンセラ

ー、学級主任が必要に応じて情報を共有し、学生の心身の健康等に係る支援の充実を図っ

ている。 

 

 



  

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ホームページ「情報公開 自己点検・評価」 

   https://www.mgjc.ac.jp/assets/files/outline/information/jikotenken.pdf 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

人 人

区分外（多子世帯） 人 人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　　　）人

117人（　　　）人

23人 24人

内
訳

第Ⅲ区分 23人 14人

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

20人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F245310111608

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

117人（　　　）人

後半期

107人（　　　）人

45人

24人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

宮崎学園短期大学

学校法人宮崎学園　理事長　山下恵子

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
113人（　　　）人

47人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

人 0人 0人

人 0人 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

人 ‐ 0人

‐ 0人

人 ‐ 0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 人 0人 ‐

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

人 0人 ‐

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 0人
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